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国保税引き上げ条例と予算案が否決
所沢市議会の平成26年第1回定例会は2月24日から3月29日ま
で開催されました。市長提出議案のうち、平成26年度所沢
市一般会計予算、所沢市街づくり基本方針の改定などをは
じめとする議案が可決・承認された一方、国民健康保険税
条例の一部を改正する条例＊ および平成26年度国民健康保
険特別会計予算案が賛成少数により否決されました。最終
日には2月の大雪により甚大な被害を受けた農業者への緊急
支援に係る補正予算が追加議案として提出されました。な
お、次回定例会は６月６日（金） 開会予定となっています。
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市政リポート

納得できる所沢市政を！！

●国民健康保険税については、3年ごとに税率
等の見直しが行われているところ、国民健康保
険運営協議会からの答申等を踏まえ、平成26年
度からの一部改正案が提案されたもの。

●主な改正点としては、①保険税額の算定方式
を現行の４方式（所得割、資産割、均等割、平等
割）から２方式（所得割、均等割）に変更、②所
得割税率（6.5％⇒7.6％）、均等割額（加入者1
人あたり年額9,000円⇒22,400円）の引き上げ、
③賦課限度額の引き上げ（計71万円⇒77万円）
により年間約3億5千万円の増収を図るというもの。

●本会議での採決の結果、条例・予算案ともに
賛成17・反対18で否決されました。主な反対意
見としては、平等割（1世帯あたり年額17,000円）
の廃止に伴う、特に所得の少ない多人数世帯の
負担増、資産割の廃止による不公平感などが指
摘されました。なお、その後「暫定予算」が組ま
れ、医療が滞るというような事態にはなりません。

【平成26年度予算の概要について】 ＊国民健康保険税条例の
● 総 額・・・一般会計予算総額は、918億2600万円

（前年度比 3.2％増）となった。

○ 歳 入・・・市税が504億8900万円（同0.7 ％増）で、
全体の55％を占めている。地方消費税交付金が約5億
8千万円増（前年度比）、地方交付税が約2億円減、国
庫支出金が約16億円増の見込み。

○ 歳 出・・・社会保障等の福祉関係費を中心とする
民生費が約440億円となり、全体の48％を占めている。
土木費は前年度比9.0％減、教育費は同2.7％増。

★ 三ヶ島地区関連の主な事業としては、林2丁目・糀
谷地内（所沢商業高校南側）、三ヶ島3丁目地内（中央
消防署三ヶ島分署北側）の道路改良工事、和ヶ原3丁
目地内の道路補修工事、林1丁目・西狭山ヶ丘1丁目地
内の下水管布設、若狭1・2丁目、和ヶ原1丁目地内ほ
かの配水管布設、糀谷地内の河川改修、三ヶ島・さや
まが丘保育園の耐震診断、西部クリーンセンターの長
寿命化、三ヶ島小学校・三ヶ島中学校のトイレ改修、林
小学校の受水槽改修に係る予算などが計上された。

なお、 狭山ヶ丘中学校については、校舎内装木質化
（工事設計）に係る予算が計上されている。

一部改正案の概要について
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市職員の消防団への入団促進を！

職員提案の成果のＰＲ強化を！

荻野泰男 ・・・政府は教育長と教育委員長を統合した新「教育長」を設置し、
自治体首長にその任免権を付与すること、首長が主宰し教育委員や有識者
らで構成する「総合教育会議」を全自治体に設置すること等を柱とする教育
委員会改革案を盛り込んだ地方教育行政法改正案の早期成立を目指して
いる。教育委員会制度の見直し案に対する市長の評価は？

藤本市長・・・今回の教育委員会制度見直し案のうち、教育長と教育委員長
を統合した「教育長」を新たに設置することについては、現行制度が抱える
責任の所在の不明確さを解消するためのものであると推察している。また、
「総合教育会議」の設置により、首長と教育委員会のより一層の協力と調和
が図られるものと考えている。改革案においても教育の政治的中立性、継続
性、安定性はシステムとして担保されていると認識しており、今後より良いカ
タチが示されると思うので、まずは国の動向を注視したいと考えている。

【教育委員会制度の見直し案に対する評価は？】

荻野泰男・・・職員提案制度による改善提案につい
て庁内における共有化はある程度図られているよう
だが、職員提案の成果をより広く一般市民に対して
ＰＲすることも必要ではないか？

中村経営企画部長・・・職員提案や有言実行発表
会などによる改革改善の取り組みは「月刊ガバナン
ス」でも紹介されたところである。市の改革改善に
向けた取り組みや成果を広く市民
の皆様に公表することは必要であ
ると考えており、今後については
さまざまな手法を工夫・検討して
アピールの強化を図っていきたい。

荻野泰男・・・昨年12月に成立したいわゆる「消防団
支援法」の中に一般職の地方公務員の消防団入団
に関する規定が入ったことを受け、市職員の入団を
促進すべきではないか？

壱岐危機管理監・・・現在６名（男性４名、女性２名）
の市職員が消防団に入団している。市職員は職務の

遂行に著しい支障を来さない範囲で入
団していただくことは望ましいものと考え
ている。例年新入職員の研修の際には、
団の活動について紹介しており、庁内
放送等を活用して入団の呼びかけ
を行ったところでもある。

本会議の発言数
全議員中第１位に！

今任期中（平成23年6月から
平成25年12月まで）の定例会
の本会議における発言回数
を会議録検索システムに基づ
き、集計したところ、荻野泰男
の発言回数は計４６７回で、
全３６議員中第１位となりまし
た （ちなみに２位は439回）。
今後も市民の皆様から与えて
いただいた機会を無駄にする
ことなく、積極的に発言を続
けていく所存です。

荻野泰男が原案を作成した「無電柱化の促進を求める
意見書」が議員提出議案として全会一致で採択されま
した。同意見書は、通行空間の安全性・快適性の確保、
良好な景観の形成と観光振興、道路の
防災性能の向上等の観点から、国に対
して無電柱化（電線類地中化）の積極
的な促進を求める内容になっています。

荻野泰男が作成した意見書が採択！


